
平成 20 年度   灘中学校入学試験予想問題 

    算数 （第1日 解答） 

（単位は不要である） 

１ ２ ３ ４ ５ 

9 49 26 130 55 
６ ７ ８ ９ １０ 

6 5 33 25 
①    ② 

145  21 
１１ １２ １３ １４ １５ 

1:2 63 2 6 10 
 

＜解説＞ 
１ 省略                                          答 ９ 
 
２ Ａは４０より大きく、Ｄは７０より小さく、ＡとＣは１１の倍数、ＢとＤは５の倍数であることから、Ａ，

Ｃの組は（44,55）（44,66）（55,66）の３通り。しかし、Ｃが66の場合ＤがなくなってしまうのでＡ＝44，Ｃ＝55。

このときのＢ，Ｄの組は（45,60）（45,65）（50,60）（50,65）の４通り。このうち、ＡとＣの差がＢとＤの差より

大きいのは（50,60）のみ。よって、Ｂ＝50，Ｄ＝60。ゆえに答えは44＋60－55＝４９       答 ４９ 

 

３ この数列は、平方数の２倍を並べたものです。よって、数列の数字を２で割って平方数の数列にすると、

2,3,4,5,6のどの数でも割り切れない数を求めればよい。２で割り切れない数は４，６でも割り切れないので、結

局2,3,5のどの数でも割り切れない数の個数を求める。このような数は、平方する前も2,3,5のどの数でも割り切

れない。（∵2,3,5はすべて素数）よって、１から１００までの整数の中で 2,3,5のどの数でも割り切れない数の

個数を求めればよい。                                    答 ２６ 

 

４ みかんとりんごを合わせて１人１６個ずつ配ると２８個余り、２２個ずつ配ると７４個不足するので、生徒

の人数は（７４＋２８）÷（２２－１６）＝１７（人）。また、３回目にみかんを過不足なく配ったときは１人あ

たり１０個ずつ配った。よってみかんは全部で１０×１７＝１７０（個）。ゆえにりんごは７×１７＋２８－（１

７０－１７×９）＝１３０（個）                              答 １３０ 

 

５ ４ゲーム行なうと、Ａが２勝以上するか、Ｂが３勝以上する。よって、Ｂが３勝目をあげるまでにＡが２勝

するとき、４ゲーム目までにＡが２，３，４勝している。４ゲーム目までのＡ，Ｂの勝ち方は２×２×２×２＝１

６（通り）。４ゲーム目までにＡが２，３，４勝する場合は、それぞれ₄Ｃ₂，₄Ｃ₃，₄Ｃ₄通りある。これらの合計

は、６＋４＋１＝１１（通り）。ゆえに、１６回に１１回の割合である。よって、８０回に５５回の割合。 
                                              答 ５５ 



６ 台数を２倍にすれば間隔は８分縮まることから、今の間隔は１６分。また、1台減らせば間隔は４分伸びて２

０分になる。この比は１６：２０＝４：５。よって現在の台数は５台。ゆえに１周するのに１６×５＝８０（分）

かかる。１６－８０÷（５＋３）＝６（分）。                           答 ６ 

 

７ １回目、１０分後にＡがＢに追いついたことから、ＡのほうがＢより秒速２／３ｍ速い。また、２回目にＢ

がスタートしてからＡに追いつかれるまでに３０秒かかったので、ＢがスタートするまでにＡは２００ｍ進んでい

る。よって、Ａの速度は２００÷４０＝５（ｍ／ｓ）                       答 ５ 

 

８ もし押し忘れなければ（２０＋４０）×２１÷２＝６３０となる。実際はこれより３２６７大きくなってし

まった。「＋」のボタンを押し忘れた直前の数字は実際の１００倍しているので、３２６７は直前の数の99倍であ

る。よって、３２６７÷９９＝３３                               答 ３３ 

 

９ 結局５．５％になる。1回目の交換終了後入っている食塩水の重さは同じで、２回目に交換する量も同じなの

で、２回目の交換終了後の濃さは、Ａ，Ｂの食塩水はどちらも同じだけ５．５％に近づく。「はじめて等しくなっ

た」とあるので、2回目の交換で濃さが等しくなった。よって、2回目は半分ずつ（50⒢ずつ）交換した。ゆえに、

1回目の交換は５０÷２＝２５（ｇ）                              答 ２５ 

 

１０ ①２２０，２７０円⇒１４５円                            答 １４５

②20000～42000円の1000円刻みの金額のうち、作ることができない金額は39000,41000円のみ    答 ２１ 

 

１１ 点Ａから直線ＣＤに垂線ＡＦをおろすと、△ＡＢＣ，△ＡＦＣ，△ＡＦＤは全て合同になる。よって、△

ＡＢＣ：△ＡＣＤ＝１：２。ゆえにＢＥ：ＥＤ＝１：２                     答 １：２ 

 

１２  

             Ｄ        Ｃ 

                    Ｊ 

         Ａ    Ｉ   Ｂ 

 

 

         Ｈ          Ｋ 

                      Ｇ 

 

          Ｅ   Ｌ   Ｆ 

 

上の図の立体の体積を求める。 

２×（６×６÷２×６÷３×7/8）＝６３                            答 ６３ 

 

 

 

 

 

 

 



１３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の太線の三角形は相似で相似比は５：１なのでＡＢ＝１０÷５＝２(cm)               答 ２ 

 

１４ 上底２ｃｍ、下底４ｃｍ、高さ２ｃｍの台形である。⇒６㎠                  答 ６ 

 

１５ ３×４÷２×５÷３＝１０                               答 １０ 


